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法人の社会貢献事業 ①四国八十八ヵ所巡礼者無料宿泊＆お接待  ②講演会・シンポジウム等  

 

運営基本理念  

報四恩  

父母の恩・社会の恩  

郷土の恩・大自然の恩  

【私たちの願い】   ①よろこんで与える人間となろう    ②いのちを大切にする人間となろう    

③こころ静かに考える人間となろう  ④使命に生きる人間となろう  ⑤規律ある幸せ喜ぶ人間となろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【巻頭言】  

        卒 園  

 

           園長 宮竹 恒  

五色台の山にも桜の花が咲き、春の訪れが

感じられるようになりました。  

今年は、桜の花に見送られるように多くの

子どもが学園を巣立ちました。  

３月１日に在籍していた 28 名のうち半数

以上の子どもが退園することになり、在園児

が「寂しい」と話すことも例年より多かった

ように思います。  

学園で過ごした時間は、子どもによって大

きく違い、短い子どもは２ヶ月、長い子ども

は６年になります。  

長く学園で生活した子どもたちは、学園の

伝統を継承し、学園の柱として成長しました。 

中学３年生の中には、これまでの先輩の姿

をよく見ており、先輩がしてくれたように、

年少児と良く遊び、学園をまとめていきたい

という思いを持つ児もいました。  

新型コロナウィルス禍の中で入所した子ど

もの中には本来であれば実施される活動や行

事を経験することなく退園した児もいます。  

令和２年度は、これまでの活動や行事と違

う取り組みになり、入所期間の長い児にとっ

ても始めての経験が多い一年であったと思い

ます。  

巣立っていく子どものことを考えると様々

な思い出とともに一人一人に伝えたい言葉は

違います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、全ての子どもに共通して伝えたい

ことは、一つです。学園でコツコツと努力し

たことを大切にして欲しいという思いです。  

中学３年生にとっては、志望高合格の為に  

最後まであきらめず、勉強したことかもしれ

ません。学園に入所するまで、学校に行くこ

とが難しく、高校進学にも希望が持てなかっ

た子どもが志望校に合格し嬉しそうに報告し

てくれたこともありました。  

 小学生にとっては、毎日、学校に行くこと

も努力が必要であったと思います。  

 友だちとの関係についても良いことばかり

ではなく、時には喧嘩をし、話し合いを行う

こともありました。自分を振り返り、相手の

気持ちを考えることは、心の力をコツコツと

磨くことになりました。  

 努力することは、一人一人の力ですが、仲

間の存在があって続けることが出来たことも

確かなことだと思います。  

巣立っていく場所は、各々違いますが学園

で努力したこと、努力を支え合う仲間がいた

ことを忘れずに新たな挑戦が出来るよう願っ

ています。  

最後になりましたが、子どもたちの成長を

温かく見守り、協力して下さった保護者の皆

様方、学校関係者の皆様方、児童相談所を始

め関係機関の皆様方に心より感謝申し上げま

す。  

―了―  

 



令和 3 年 4 月 1 日（1 回 1 日発行）   四恩の里 NO.414 号付録 平成 2 年 2 月 8 日第 3 種郵便物認可 

最後に全員で遊べてよかったです。  

一番楽しかったのは、大人 VS 園生でした。  

中学 2 年 女子  

笑ってくれて、とてもやりがいがあった。  

漫才・中２男子  

 
今年はコロナにより、お別れ旅行が行えま

せんでした。何か子どもたちと思い出を作れ

ないかと職員で考え、ドッキリ企画を考えま

した。スポー大会＆お寿司です。当日に、発

表すると、とても喜んでくれました。 

午前中に、体育館でドッチボール大会を行

い、その後の時間は各自で運動を楽しみまし

た。ドッチボールでは、卒園する中学３年生

を中心に、中学３年生ＶＳその他の園生、中

学３年生ＶＳ大人など様々な組合せでチーム

を分けました。大人も子どもも本気でボール

を投げ合い、とても熱い戦いとなりました。

    

その後、くら寿司さんにもご協力いただき

安全対策を行った上で昼食をとりました。今

年は外食も出来てなかったので、子ども達は

とても喜んでいました。サーモンやマグロの

他に、丼物や麺類のご飯、デザートをどれに

しようかと迷いながら決めていました。また

お皿を入れると商品が当たるシステムがあり

ドキドキしながらお皿を投入して、当たった

り外れたり一喜一憂していました。 

 

 

 
 子どもからの発案で、ダンスと漫才の発表

会を行いました。ダンスを発表したいと思い

立ったのは、発表のおよそ２週間前でした。

ほとんど練習の時間がない中で各メンバーが

一生懸命に練習をしていました。ダンスの練

習をしている様子をみて、中学 2 年生の 2 人

が「漫才をしたいです。」と言いに来てくれま

した。その２人も、練習の時間は 1 週間程し

かなく学校の空いた時間や放課後の時間に練

習をしていました。 

最初の漫才では、子どもの大爆笑を起こし、

場の雰囲気を良くしてくれました。 

次のダンスでは、７人のメンバーがカッコ

よく決め、個人のパートもしっかりと踊り切

りました。終わった後には、大きな拍手が起

こりました。 

 

 

 

 
緊張したけどちゃんと踊れてよかった。  

ダンス・中 3 男子  
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 ３月は別れの月。本年度はコロナウ
ィルス対策で、これまでの学校生活

が大きく変化し、子どもたちは戸惑
い な が ら も １ 年 間 頑 張 っ て き ま し

た。その総仕上げが、26 日の退園式。
どんな笑顔で巣立っていくか楽しみ

です。  

ホール前の掲示物         ⇒ 

小学生が心を込めて協力して色を塗りました。 

 

今年最後の調理実習  

 

 学年末試験終了後に小中合  

同で調理実習を実施しました。 

４人グループで手分けをして楽し 

く作ることができました。蒸しケー 

キを各自カスタマイズし、中にチー 

ズやあんこ、チョコレートのいずれ 

かを入れ、外側はピーナツクリームや生クリーム、

チョコレートクリームを塗りまし

た。そして大きめのイチゴをト

ッピングしました。美味しく食

べ終えた後は、全員で協

力して片付けやホールの清

掃をしました。 

 さぬきっ子チャレンジカードに跳べ

た回数を記録しています。  ⇓ 
 

終 業 式 ・ 離 任 式  

 

24 日は１階ホールで、３学  
期の終業式と離任式が行わ 
れました。９年間にわたって学  
習支援を担当していた大恵先  
生、中学校の長野先生、小学校の西川先生・桝  
元先生が今回の人事異動で転任になりました。離

任式では、若竹学級・
青峰学級での楽しい思
い出と、学園の先生方
へのお礼を述べていまし
た。先生方、本当にお世
話になりました。 

最後の体育 

 小学校は毎週月木の２回

体育の授業を実施していまし

たが、15 日で最後でした。縄

跳びやボールを使ったゲームを

しました。 
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3 月 26 日に中学 3 年生と、小学年生の卒

園式（卒業証書授与式）がありました。  

 新型コロナウイルスの関係もあり、今年は

卒業生のみの参加となりました。  

 

 みんな名前を呼ばれて、はっきりと返事

をして証書を受け取ることが出来ていました。    

式に参加して下さった先生方や、園長先生

のお話を真剣に聞く姿に成長を感じました。  

最後に卒業生の立派な姿を見られてよかった

です。  

 

 

 13 日にバレンタインのお返しで、ホワイト

デーのお菓子作りをしました。  

 

男の子の希望者で協力し、美味しそうなガ

トーショコラが出来ました。  

ホワイトデー当日の 14 日にみんなで食べ

ました。女の子のみんなも喜んでくれて良か

ったです。  

 

11 日  お別れ会  

13 日  ホワイトデーお菓子つくり 

23 日、24 日  誕生日ケーキつくり 

24 日  終業式  

26 日  卒園式  

1 日、3 日、5 日  買物外出  

 

在籍人数       令和 3 年 4 月 1 日現在  

区 分 県内(人) 県外(人) 合計(人) 

小学生 4 2 6 

中学生 9 1 10 

合計 13 3 16 

 

ご寄付ありがとうございます。 
玉木水象堂  様     お菓子沢山・現金  

灸まん美術館  様       灸まん沢山  

匿  名            現金  

 

 

編集後記  今月は、退園する子どもたちが多  

く、お別れの季節となりました。  

退園をしても、またどこかで頑張っている  

報告を聞けたら嬉しいです。ずっと応援し  

てるよ、頑張れ！  

          大室  
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